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研究成果の概要（和文）：本研究では、世界的に見ても類のない長期的な文書記録である湖の結氷記録を用い
て、冬季の気候変動を長期的に推定することを試みた研究である。長野県諏訪湖の結氷記録は御神渡りと言う現
象が神事として捉えられてきたために、5００年以上にわたる記録が存在する。これは１９５０年代にデータベ
ースとして公開されており世界的に気候復元資料として利用されてきたが、本研究において、そのデータベース
と原典との照合を行ったところ、いくつかの記録の修正や新たな発見があった。また、青森県十三湖においては
江戸時代の約150年間にわたり結氷と解氷記録があることを発見し、本研究で初めて気候復元資料としての検討
を行なった。

研究成果の概要（英文）：The freezing record of Lake Suwa is well-known worldwide as the proxy for 
climate reconstruction recent 500 years.　This record is published in 1950s in the international 
climate journal. In our research, we re-examinated this record by checking the original document, 
and we found some error and new discover.  
We discovered also the lake Jusan freezing  record, written by Hirosaki clan, in Edo era. for 150 
years. And in this research, we found the important correlation between the date of open lake and 
the air temperature of Tokyo.

研究分野： 気候学

キーワード： 結氷　気候変動　諏訪湖　十三湖

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
湖の物理現象（御神渡り現象）が神事と結びつき、結果として５００年以上にわたる記録が現存すると言うこと
は世界的にも類を見ないものである。一方でこの研究は海外研究者によって行われてきたケースが多いが、記録
の原本に立ち戻って調査することが難しいため、複数ある出典のデータをあたかも統一的なデータかのように扱
われてきてしまった問題がある。本研究によって、詳細なデータの状況を踏まえた気候復元を行うことができれ
ば、５００年以上にわたる東アジアの冬季の連続的な気候変動の状況を解明する唯一のデータになると考えられ
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 諏訪湖の結氷・御神渡り記録は、その現象が神事と結びついていたこともあり、500年以上

にわたる連続的な記録が現存している。これは1950年代に過去の気候を復元できるデータと

して国際学術雑誌にデータベースとして公開された(Arakawa 1954)。それ以降、長期的な日

本の冬の気候を推定できる稀なデータとしてこれまで度々研究されてきた(Gray,1974やShar

ma,S. et al.,2016)。一方で、特に海外の研究者による研究では、このデータベースが500

年にわたり均質的なデータであるとして扱われてきているものの、実際には時代によって出

典や記載内容が変更されている。このような、出典や記載内容の違いによるデータの質に関

する検討が十分されているとは言い難い。 

 また、このような過去の連続的・長期的な結氷記録はこれまでの日本では諏訪湖のものが

唯一のものと考えられてきたが、我々の調査により、青森県十三湖において、江戸時代の約

150年間にわたり連続的な結氷・解氷記録があることが発見された。このことにより、複数

指標での関係性の検討が可能となった。 

  

２．研究の目的 

 そこで本研究においては大きく2つの目的を挙げている。一つ目は、諏訪湖のこれまでに行

われてきた研究と異なり、出典ごとの記載内容の違いに着目して、データを詳細に検討する

ことで、これまでにない精度での気候復元を行うことである。もう1点は十三湖での結氷記

録について検討することで、諏訪湖と十三湖の結氷の関係性、日本や東アジアでの気候変動

と2つの湖の関係性などについて明らかにすることである。 

  

３．研究の方法 

 諏訪湖の結氷データについては1954年に藤原・荒川によって結氷や御神渡りの日付のみが

抽出されたデータベースがまとめ

られたが(Arakawa 1954)、その出

典などの詳細が記載されていない

ため、記録の詳細がわからない。

そこで本研究では、これらのデー

タベース作成で使用されたと考え

られる、元となる記録（主に、諏

訪大社や八剱神社によって記載さ

れた観測報告）を調査した。具体

的には諏訪大社の記録については

現在諏訪市博物館に保存されてお

り、その原本の翻刻や撮影を行

い、既存のデータベース(Arakawa 

1954)との照合をおこなった。また

八剱神社保管分については、八剱

神社で原本の調査を行い、撮影を 写真１：八剱神社所蔵の御神渡り記録の一例 



おこなった（例としてその画像を

示す）。そのほかにも藤原資料

（諏訪市図書館所蔵）、官報デー

タ（オンライン公開）、神長官守

矢資料館保管の資料など、現存す

る資料について可能な限り原本を

確認した。そして出典ごとの日付

の違いなどを含めて、すべてデジ

タルデータ化した。 

 十三湖の記録については、福眞

氏がまとめた弘前藩日記の気象関

係記録(福眞2018)の中から、十三

湖の結氷・解氷日時に関する記録

のみを抽出した。さらに、弘前市

図書館に保存されている弘前藩日記を確

認し、データに間違いがない

かを照合した。また、弘前や

十三湖のほとりである五所川

原の気象データについて、青

森地方気象台に保管されてい

る区内観測所データ（紙媒

体）を撮影し、デジタル化を

おこなった。 

  

４．研究成果 

  諏訪湖の記録については、

原典との照合の結果、既存の

データベース(Arakawa 1954)の

中に日付の間違いやデータの

欠落があることが判明した。

本研究期間中に全ての現地資料の確認は

終えることができた。その読み取りとデータの整理については現在進行中である。これにつ

いては整理が終わり次第、公開し海外の研究者も使える形の新しいデータベースとしていく

予定である。また、これらのデータ整理と並行して、活字出版されている御神渡り記録（13

97年から1873年）を用いて、御神渡りの方向性と湖面積の数百年にわたる変遷についても検

討した。その結果、御神渡り記録が存在する５００年にわたって湖面積が大きく縮小し（図

１）、それに伴い御神渡りの方向性も変化していることを明らかにした（図２） 

 

 十三湖の記録については、短期間ではあるものの、東京で観測された気象データが存在す

るため、その気温との相関分析を行ったところ、結氷については相関が見られないものの、

解氷については相関が見られることがわかった（図３）。諏訪湖では結氷と気温との相関が

見られるため、これは諏訪湖とは異なる傾向である。この理由として考えられるのは、十三

図１：諏訪湖の湖面積の変遷 

図２：御神渡りの方向性の変化 



湖は汽水湖のため、結

氷する時には気温より

も海水の流入やそのほ

かの条件の方が強く関

係する可能性があると

いうことである。この

要因までは本研究期間

中に明らかにすること

ができなかったため、

今後の課題である。 
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